（５）徴兵制
徴兵制以前の兵制

　明治2年10月、藩制改革とともに兵制を改正し、イギリス式による10個大隊を編制した。翌年、兵部省達、常備兵編成規則により、その兵数を減らし、常備歩兵4個大隊、砲兵4隊とした（歩兵人員2,400人、砲兵200門）。

　明治4年8月、イギリス式をフランス式に変更、同年廃藩置県の際、従前の藩兵を全部解隊し、改めて1大隊と常備兵1小隊を編制した。その1大隊は東京鎮台に入営したが、明治5年2月、兵部省達により常備兵は解隊した明治４０年発行　　『鳥取県因伯記要』。

徴兵令の施行とその沿革

　明治4年8月、東北・東京・大阪・鎮西の4鎮台が出来、明治5年11月、全国徴兵の詔書かん発、明治6年1月、徴兵令が発布され日本海新聞社　　　『鳥取県軍事年表』、従来武士階層のみによって組織されていた天皇親兵並びに国防は、一般の百姓、町人の子弟にも課せられることになった。

　同年、東京・仙台・名古屋・大阪・広島・熊本に鎮台を置き、全国を6軍管区とした

同　上　　　　　　『鳥取県軍事年表』。鳥取県は、大阪鎮台の管轄となった。鎮台は国内の防衛に当ることを主な任務としたもので、現在の自衛隊に似た性格のものであった。

　明治19年、大阪鎮台は、第4師団と改編されたが、管轄はそのままであった。

　明治21年、大隊区司令部が設置され、鳥取県は因幡部が姫路大隊区、伯耆部は岡山大隊区の管轄となった『因伯記要』。
　明治22年2月、大日本帝国憲法が発布され「日本臣民は法律の定むる所に従い兵役の義務を有す」と規定し、兵役法で「帝国臣民たる男子は本法の定むる所により兵役に服す」とある。兵役は国民の一大義務とした反面、国を守る崇高な名誉職として「六年の懲役又は禁錮以上の刑に処せられた者は兵役に服することを得ず」とも規定されていた。
　明治29年12月、鳥取歩兵第40連隊設置日本海新聞　　　　『鳥取県軍事年表』。また、姫路第10師団が新設されその管轄に移された。

　同年、大隊区は連隊区に改められ、鳥取県は、岡山連隊区の管轄となった。

　明治31年、鳥取連隊区が設置され、これに伴い、岡山連隊区から鳥取連隊区に移管された『因伯記要』。

　明治40年10月、松江連隊区司令部が新設され、その管区内に、鳥取県では日野郡と西伯郡が編入された。

　同年12月には、新管区から始めて松江連隊に壮丁850名が入営『歩兵第六十三連隊史』。
　明治43年11月、帝国在郷軍人会発足日本海新聞　　　　『鳥取県軍事年表』。

　大正14年5月、陸軍軍備整理に伴い、管区改正が行われ、松江連隊区では先に編入されていた日野、西伯両郡に加えて東伯・気高両郡がその管轄となった『歩兵第六十三連隊史』。

　昭和2年3月、徴兵令廃止。4月には、兵役法公布。

　昭和15年、鳥取県下の徴募区は鳥取連隊区となる『鳥取県軍事年表』。東伯郡は大正14年から昭和15年まで15年間、松江連隊区の管轄となっていた。
　海軍は明治22年海軍志願兵の徴募区が定められ、鳥取県は呉鎮守府の管轄となっていたが、明治34年、舞鶴鎮守府が新設されると、同府の管轄に移された『因伯記要』。

　昭和12年2月、徴兵検査合格基準が緩和され視力・聴力基準と身長が5センチメートル引き下げられた。

　昭和14年11月、第3乙種設置、短期現役兵制廃止。

　昭和18年9月、学生徴兵猶予撤廃。理工科系、陸軍省令第54号により引き続き入営延期。法文系大学生陸海軍に入隊出陣、総数13万人。

　同年12月、勅令により徴兵適齢1年引き下げられ、翌19年満20歳になる者と、満19歳になる者とが一緒に受検した。
　昭和19年10月、満17歳以上兵籍編入決定。

　昭和20年6月、義勇兵役法公布。満15歳から60歳までの男子、満17歳から40歳までの女子で国民義勇戦闘隊編成暁教育図書　　『昭和日本史』。

　敗戦により昭和20年12月、鳥取県連隊区司令部解消『鳥取県軍事年表』。

徴兵業務

　徴兵業務は、師団長指揮の下に連隊区司令官が行った。司令官の主な業務には、徴兵・召集・兵籍・動員・恩給・遺族弔問・帝国在郷軍人・国防婦人会・軍人援護・及職業補導・国防思想の普及があった。住民に直接関係するのが、役場の兵事係であって、その日常業務は、特に戦時において多忙極まるものであった。大戦中の松江連隊区司令部には、司令官の外、将校26名、准士官13名、下士官102名、判任文官10名、兵30名、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こよう),雇傭)人63名、計244名が勤務していた『歩兵第六十三連隊史』。
徴兵検査
　兵役法によって、前年12月1日からその年の11月30日までに年齢満20年に達する男子は、皆、徴兵検査を受けなければならなかった。兵役を免れるため、逃げたり、隠れたり、身体に傷をつけたり、病気をつくったりした者は、3年以下のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょうえき),懲役)に処せられたのである。徴兵検査を受けに行くと、最低料金の徴兵旅費が支給された。徴兵事務は、毎年4月16日から7月31日までの間に行われ、検査の結果現役に適する者は、身長150センチメートル以上、身体強健なる者となっていたが、現在の若者の体格に比べるとすいぶん小さくてもよかったのである。
　当地区の執行官は、昔は鳥取連隊区司令官であったが、大正14年からは、松江連隊区司令官の担当となり、昭和15年からまた鳥取に変更された。司令官が所定の補助官をしたがえて会場に出向き、検査に当たった。その検査場は、昭和6年までは松崎小学校であったが、翌7年から倉吉成徳小学校に変更された。検査の重点は、身体の強健度におかれ、学識、智能の程度については、ほとんどその対象にならなかった。

　現役兵に適する者は、その体格に応じて甲種・乙種などの区別を、司令官が本人に宣告し、甲種の者に対しては「甲種合格おめでとう」と大声で告げたものである。特に戦時中の検査は、場内においても軍の命令は絶対的のもので、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうてい),壮丁)の中に職業柄長髪をしたままで受検する者があると、その場で容赦なく検査官がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざんぱつ),斬髪)をした。姫路師団長自ら検査場を視察することも度々あった。甲種合格の者も、全員現役になるとは限らず、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうせん),抽選)によって決められ、この場合これに外れたものは、「くじ逃れ」といって、内心複雑な心境であった。甲種合格者の中から、司令官が陸海軍の別、各兵科兵種を決定し、抽選によって入営部隊を指定した。
　1番多い歩兵に例をとってみても、郷土部隊への入営者が主であったが、一部の者は、朝鮮師団、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しな),支那)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうとん),駐屯)軍・台湾守備隊などへ配属させられたのである。

　東伯郡内から歩兵が3名だけ福知山連隊に配当された例もある。甲種は現役兵として、乙種第1乙種第2乙種は補充兵役、丙種は国民兵役、重度の障害者は兵役に適しない者として、兵役を免除された。

入営
　入営は、通常検査の年の12月1日から、翌年4月10日の間に行われた。正当の理由なく入営に遅れた者は、10日過ぎると6ヵ月以下のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きんこ),禁錮)、戦時中は5日過ぎると1年以下の禁錮とされていた。

　徴募官である連隊区司令官が、入営壮丁の人員確認の上、営庭で連隊長に引き継がれ、寒風の中で入隊式、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょくゆ),勅諭)の奉読と連隊長訓示があり、軍人読法による宣誓があった。「長上の命令は、その事の如何を問わず直ちに服従し、抗抵干犯の所為あるべからざる事」。

　この日から現役兵としての軍隊生活が始まる。親兄弟や住み馴れた懐しい故郷の人々の見送りを受け、遠い辺境の地のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さきもり),防人)として朝鮮・台湾・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(から),樺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふと),太)（サハリン）といった祖国の防衛第一線に旅立って行ったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はたち),二十歳)の若者の心境はいかばかりであったことか。
　海軍に入団と決った壮丁は、海兵団に入るのであるが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くれ),呉)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まいづる),舞鶴)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおたけ),大竹)など、年代によって場所の変更があった。
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在郷軍人会

　明治43年1月、帝国在郷軍人会が創立された。泊村分会では創立当時52名。昭和11年の記録では199名を数えている。ただし村内在住者は半数で、他は他出会員、他に未加入者86名となっている。

　歴代分会長は、渡辺正治・桜井武雄・山田武久と続いた（昭和12年以降不明）。

戦没者

　戌辰の役で出正した4名については、近世の項で述べたとおり、全員無事帰藩した。

明治10年の西南の役は、徴兵制初の出兵であり、本村からは田村源治、今出貞蔵、米村文六（以上泊）、尾川吉次郎（宇谷）の4名であった。うち、田村は重傷を負い、今出は戦病死した。
　明治27、8年の日清戦後には数十名の出征兵士があったとされるが、記録は残されていない。うち、田中清太郎（石脇）が広島の病院で病死した。

　明治37、8年の日露戦役は、本村で80余名が出征、その後昭和にかけて戦争は拡大していく。本村出身者の戦没者も増加の一途をたどり、悲しいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えいれい),英霊)の帰還を迎えなければならなかった。日露戦争より太平洋戦争までの戦没者は次表のとおり。記して追悼の意を表する。

　村では毎年春、戦没者のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ついとうしき),追悼式)を行い、戦争のための尊い犠牲となられた多くの英霊に対し、慰霊祭を行っている。
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西南の役の戦没者（前述）
日清戦争の戦没者（前述）

日露戦争の戦没者

	出身地
	戦没者氏名
	戦（病）死年月日
	戦死・戦病死場所

	石脇
泊

〃

〃

〃

園

〃

〃

原

〃

〃

宇谷

〃
	前　田　栄　吉
橋本惣七
住　吉　新三郎
草　刈　重太郎
酒　井　清太郎
鳥　羽　源　蔵
奥　田　愛次郎
中　村　竹次郎
陶　山　昇一郎
藤井元蔵
福田鈴蔵
山田栄治
谷岡清吉
	明 37･ 7･31

　 38･ 3･10

　 38･ 3･ 7

　 42･ 8･23

　 38･ 3･ 5
　 37･ 5･12

　 38･ 7･ 8

　 39･11･ 4

　 37･ 8･30

　 37･ 9･ 3

　 38･ 3･ 5 

　 37･ 8

　 38･ 3･17    
	清国タクボク城・戦死
清国奉天・戦死

清国・戦死

本籍地・戦傷病死
清国柳匠屯・戦死

大連港沖・戦死

従軍後戦病死

戦傷後病死

遼陽付近・戦死

満洲遼陽付近・戦死

満洲●鉢山・戦死
クーツヤイジ・戦死

広島予備病院・戦病死


満州事変・日華事変の戦没者

	出身地
	戦没者氏名
	戦（病）死年月日
	戦死・戦病死場所

	小浜

〃

石脇

〃

〃

〃

〃

〃

泊

〃

〃

〃

〃

〃

園

〃

〃

〃

宇谷

〃

園
	賀須井　良　雄

吉　田　定　義
田村勇雄

松本梅吉

宮脇龍治
賀須井　音　長

桜　井　嘉一郎

宮崎　勉

松嶋末吉

北中政晴

上野音蔵

宮本藤一

浜崎岸雄

中嶋康雄

山本温愛

森永卓雄

浦坂泰温

中田源一

谷岡長蔵

山　村　喜代松

山桝義智
	昭13･ 3･23

　 16･ 9･22

　 13･ 5・3

   15･ 1･30

   15･ 5･10

15･11･17

12･ 9･15

13･10･16

13･ 3･17

12･ 9･ 5

13･ 4･23

13･10･14

13･ 9･23

14･ 7･16

12･ 9･15

14･ 5･ 7

16･ 9･29

11･ 7･27

15･12･26

16･ 4･10

14･10･21　
	北支山東省韓荘・戦死

中部第46部隊姫路陸軍病院・戦病死

中華民国山東省姚家荘付近・戦死

広島陸軍病院・戦病死

中華民国山西省汾陽県東河頭付近・戦死

中華民国江蘇省武信県上海陸軍病院・戦病死

　　　　河北省中趙技付近・戦死

        江西省武寧県羅盤山付近・戦死

　　　　汪家村付近・戦死

　　　　河北省焼釜盆付近・戦死

　　　　山東省前城付近・戦死

　　　　河南省王家店患者療養所・戦傷病死

　　　　河北省唐県西方北麻黄荘付近・戦死

　　　　河北省武強県小範鎮・戦死

　　　　河北省・戦死

第11軍第14兵団・戦病死

中華民国江蘇省東海県団林・戦死

満州国黒河省・戦死

呉海軍病院・戦病死

大阪陸軍病院・戦病死

熊谷市熊谷飛行場上空　出身地倉吉市下田中


太平洋戦争の戦没者

	出身地
	戦没者氏名
	戦（病）死年月日
	戦死・戦病死場所

	筒地

〃

〃

小浜

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石脇

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
	津　村　岩　平
仲　山　芳　雄

津　村　菊　義

森　下　賢　蔵

小　谷　幸　夫

小　嶋　昌　寿

山　根　錬太郎

小　谷　泰　蔵

小　谷　甚　蔵

賀須井　豊　造

小　谷　善　信

石　井　　　精

岸　田　　　智

桜　井　　　章

前　田　住　雄

河　本　秀　雄

桜　井　謙之輔

田　中　甚太郎

高　見　安　親

宮　脇　節　夫

川　田　美　良

岸　田　金　二

宮　脇　義　一

田　中　　　節

浦　川　梅　蔵

桜　井　永　二

田　中　徳　治
	昭 19･10･18

 20･ 4･ 7

 19･ 7･18

 18･ 5･ 2

 18･12･30

 20･ 4･29

 20･ 9･15

 20･ 8･20

 23･ 4･22

 18･ 7･31

 20･ 7･22

19･10･25

19･11･17

20･ 3･ 1

20･ 4･22

20･ 4･24

20･ 7･25

21･ 3･15

23･ 3･22

20･ 4･ 1

20･ 4･15

20･ 5･20

20･ 6･17

20･ 8･ 2

20･10･10

19･12･21

20･ 6･20
	比島方面・戦死
西部太平洋方面・戦死

マリアナ諸島・戦死

本籍地・戦病死

ニューブリテン島方面・戦死

比島方面・戦死

マレー　クアラルンプール・戦死

鹿児島県囎唹郡方面・戦病死
復員後自宅療養中・死亡

南洋群島方面・戦死

ビルマ　マンダレー幹線・戦死

比島方面・戦死

東支那海北緯33度21東経124度42・戦死

比島方面・戦病死

比島ルソン島ヌエバエシバ州バレテ峠・戦死

比島方面・戦死

ルソン島ソザール州モンタルバン東北方15キロタノゲ河・戦死
ソ連チタ州ハラゲン収容所・戦病死

ソ連タイセット地区第42収容所・戦病死

ルソン島リザール州ボンボン町北方8キロ・戦死

比島ルソン島ヌエバエシバ州バレテ峠・戦死

比島ミンダナオ島ブキドノ州・戦死

ルソン島・バレテ・戦病死

比島ルソン島タコグ方面・戦傷死

満州国関東省金蒼第1収容所・戦病死

モロタイ島ワヤブラ方面・戦死

沖縄群島・戦死


	出身地
	戦没者氏名
	戦（病）死年月日
	戦死・戦病死場所

	泊

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃
	米　村　久　義
小　泉　政　晴

小　泉　義　晴

手　石　哲　男

北　原　昇　治

井　上　寿　子

岩　本　武　夫

清　水　長　年

荒　木　　　公

遠　藤　正　則

若　一　一　男

岡　田　忠　義

浜　田　春　雄

山　根　冷　人

酒　井　　　茂

鳥　崎　竹重郎

赤　崎　　　博

若　本　良　一

本　庄　敏太郎

森　山　忠　義

福　本　敏　己

森　山　亀　歳

灘　岡　松　信

浜　田　清　一

上　野　　　稔

田　中　正　行

野　田　忠　良

森　　　雅　蔵

萬　　　市　男

谷　口　安　雄

磯　本　延太郎

鳥　羽　　　尚

平　本　直　蔵

鶴　沢　節　男

笠　田　直　巳
	昭 19･ 4･13
　 19･ 9･ 7

   20･ 4･23

   20･ 4･24

　 20･ 6･24

   20･ 9･19

19･ 3･20
19･11･ 9

19･12･ 6

20･ 4･ 1

20･ 4･20

20･ 5･ 7

20･ 7･19

19･ 7･ 8

21･ 4･23

19･ 8･20

19･ 9･30

19･10･28

19･11･15

20･ 3･15

20･ 3･25

20･ 4･18

20･ 4･29

20･ 6･12

20･ 6･25

20･11･27

16･12･22

20･ 9･12

19･ 2･ 8

19･ 8･ 2

19･ 7･22

20･ 5･15

20･12･18

20･ 4･10

20･ 6･10
	南太平洋方面・戦死
南太平洋方面・戦死

ルソン島ミヌリ方面・戦死

中部ルソン島ヌエバエシバ州バレテ峠・戦死

ルソン島ヌエバヒスカヤ州アリタオ・戦死

満州国陸軍病院・戦病死

南太平洋方面・戦死

ビルマ国サガイン州パーパン・戦死

比島方面・戦死

中部ルソン島タルラック州クラーク・戦死

ルソン島ヌエバエシバ州バレテ峠・戦死

北ボルネオ・コマ州・戦死

ビルマ国ペグー山・戦死

南洋群島方面・戦死

ソ連イルクーツク　ウランデフ収容所・戦病死

ソロモン群島方面・戦病死

マリアナ方面・戦死

ビルマ　アキャブ・戦死

日瀬灯台西方35浬・戦死

ルソン島クラーク・戦死

ルソン島バレテ峠・戦死

ルソン島妙高山・戦死

広島陸軍病院・戦病死

ルソン島モンタルバン・戦死

沖縄本島屋宜原・戦死

上海第34師団野戦病院・戦病死
比島方面・戦死

ダバオ方面・戦病死

太平洋方面・戦死

南洋群島方面・戦死

ソロモン群島方面・戦病死

ハワイ島クランテン・戦病死

本籍地・戦病死

ルソン島ヌエバビスカヤ州・戦死

北海道方面・戦死

	出身地
	戦没者氏名
	戦（病）死年月日
	戦死・戦病死場所

	泊

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

園

〃

〃

〃

〃

〃
	小　林　文　一

津　村　美　夫

山　下　岩　男

笠　田　茂　治

山　下　義　正

山　下　敏　雄

米　村　熊　一

松　村　久米隆

原　田　実　蔵

中　尾　敏　巳

酒　井　寿　二

原　田　喜　雄

市　木　　　博

清　水　義　男

武　宮　一　雄

戸　田　金　蔵

竹　林　利　一

天　野　岩　一

松　岡　末太郎

岩　垣　清　治

松　田　寿一郎

河　崎　　　純

坂　田　久　雄

野　村　松　男

深　田　一　郎

松　本　源　蔵

米　原　　　貢

村　川　兼　雄

徳　井　寿満蔵

竹　宮　定　梅

椿　　　秀　雄

森　　　敏　美

上　長　利　春

中　村　豊　三

奥　田　忠　義
	昭 20･ 6･20　
　 20･ 6･25

   20･ 7･26

   20･ 7･29

20･ 7･31

22･10･ 3

19･ 9･20

20･ 2･13

20･ 8･10

17･ 1･21

18･12･27

19･ 4･27

19･ 7･18

20･ 1･ 2

20･ 4･ 1

20･ 6･20

20･ 7･21

20･ 9･19

19･12･31

19･ 5･ 2

20･ 3･ 5

20･ 3･17

20･ 5･ 8

20･ 6･10

17･ 6･17

19･ 2･11

19･ 5･20

21･ 5･20

19･ 9･ 8

17･ 7･18

19･ 6･11

19･12･23

20･ 2･21

20･ 3･25

20･ 5･10
	沖縄群島・戦死
ニューギニア島ハンニヤ・戦病死

中華民国河北省臨楡県第5区平山営方面・戦死

太平洋方面・戦死

ミンダナオ島ワロエ付近・戦死

島根療養所・戦病死

ミンダナオ島・戦死

ニューギニア　ブーツ・戦死

ミンダナオ島コタバト州サランガン方面・戦死

ルソン島バタアン州カラギナン西方カラギナン河南岸付近・戦死
ニューブリテン島方面・戦死

東経134度53北緯8度34海上陸軍輸送船上・戦死
マリヤナ島方面・戦死

サンクエルナンド沖・戦死

ルソン島ヌエバエシバ州バレテ峠・戦死

ビルマ　アニクイン・戦死

ビルマ　クン河・戦死

中華民国漢口第6方面・戦死
比島レイテ島カンギポット山・戦死

ニューギニア　ゲニム・戦死

中部ルソン島サリナス方面・戦死

岩山島沖・戦死

ルソン島ナチブ・戦死

ミンダナオ島ダバオ州タモカン・戦死

中華民国江西省貴谿県青家岑南方3キロ付近・戦死

満州国第886部隊・戦病死
ニューギニア　マウスダイン・戦死

レイテ島タクロベン収容所・戦病死

東支那海方面・戦死

中華民国河北省正定県南棲村・戦死

姫路陸軍病院・戦病死

フィリッピン北サンフェルナンド北方海域・戦死

ルソン島ヌエバエシバ・アルマゲル陸軍病院・戦病死

ルソン島ヌエバエシバ州バレテ峠・戦死

ミンダナオ島ブキトノンマナコック・戦死

	出身地
	戦没者氏名
	戦（病）死年月日
	戦死・戦病死場所

	園
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

宇谷

〃

〃

〃

〃

〃
	上　野　善　正

中　村　金　次

森　　　光　政

森　永　政　義

田　村　　　守

山　田　善　市

戸　崎　豊　寿

上　野　力　義

岩　本　武　好

平　田　隆　久

瀬　戸　英　夫

八　嶋　徳　義

山　本　精　一

中　村　禮　治

山　田　忠　温

小　谷　唯　士

中　村　弘　道

浜　本　　　忠

稲　葉　勝　吉

長　　　秋　夫

陶　山　国三代

陶　山　順　一

中　田　年　延

上　野　幸　知

尾　崎　　　石

陶　山　政　美

尾　崎　美　信

陶　山　桂　市

陶　山　行　信

山　本　　　馨

谷　岡　義　晴

井戸口　鶴　蔵

山　田　　　進

田　中　正　行

加　嶋　森　吉
	昭 20･ 5･20　

　 20･ 6･ 2

   20･ 7･26

   20･ 8･ 6

20･ 8･21

20･10･ 2

20･10･15

20･ 3･12

21･ 1･ 9

19･ 9･21

20･ 4･23

19･ 2･17

19･ 7･12

19･ 8･19

20･ 2･13

20･ 3･ 9

20･ 4･ 7

20･ 6･30

20･ 7･10

20･ 4･26

20･ 6･ 5

17･12･17

19･12･23

19･12･29

20･ 3･21

20･ 3･24

20･ 3･28

20･ 8･20

20･ 8･31

19･ 7･ 8

19･ 9･ 9

20･ 1･21

20･ 2･ 8

20･ 2･19

20･ 2･19
	比島方面・戦死
ビルマ　トングーオクタワン・戦死

ビルマ　キヤウキー・戦病死

広島市・戦死

シャム　ポイペー・戦病死

広島陸軍病院・戦病死

朝鮮平安南道第1陸軍病院・戦病死

モロタイ島トウ河上流・戦死

ソ連第5病院・戦病死

比島方面・戦死

比島方面・戦死

南洋群島方面・戦死

満州第789部隊・戦病死

バシー海峡・戦死

ビルマ国ラムレ島・戦死

鳥取陸軍病院・戦病死

ルソン島ヌエバエシバ州バレテ峠・戦死

比島ルソン島リザールボンボン・戦死

比島ミンダナオ島アグサン州ランカシヤ・戦死

北ボルネオ　ルーマニア・戦病死

呉海軍病院療養所・戦病死

広島陸軍病院・戦病死

フィリッピン北サンフェルナンド北方海域・戦死

モロタイ島40高地・戦死

ルソン島妙高山・戦死

北緯30度東経126度30北西ノ洋上・戦死

ルソン島マウンテンブルゴス・戦死

広島陸軍病院・戦病死

満州方面・戦死

南洋群島サイパン島方面・戦死
バシー海峡・戦死

ルソン島ヌエバエシバ州バレテ峠・戦死

鹿児島県近海・戦死

ルソン島・戦死

ルソン島・戦死

	出身地
	戦没者氏名
	戦（病）死年月日
	戦死・戦病死場所

	宇谷
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
	山　口　秀　夫
中　原　源　一

嶋　崎　正　人

徳　野　大　含

中　原　清　吉

堀　　　　　英

川　崎　正　春

中　原　　　正

山　田　多　蔵

山　田　　　豊

丁　田　信　春

丁　田　秀　義

高　塚　　　正

山　崎　海　洋

嶋　崎　粂　男
松　田　源　一

西　本　幸　一

前　　　清　見

前　田　久　雄

山　村　政太郎

加　嶋　義　則

橋　本　愛　蔵

戸　崎　信　幸

山　田　喜　一

村　上　政　敏

山　本　猪　蔵
山　田　長太郎

西　村　　　進

丁　田　末　義
	昭 20･ 2･19　

　 20･ 2･23
   20･ 2･23
   20･ 3･ 4
20･ 3･10
20･ 3･30
20･ 4･ 3
20･ 5･ 2

20･ 5･ 9

20･ 5･10
20･ 5･18
20･ 5･21

20･ 6･10
20･ 7･ 3
20･ 7･20
20･ 7･20
20･ 9･20
20･12･16
18･11･ 2
19･ 3･16

20･ 2･19
20･ 3･30
21･ 1･20
18･ 7･ 2

18･12･18
19･ 9･12

20･ 1･ 2

20･ 8･21
20･ 7･12
	ルソン島・戦死
ルソン島サンニコラス・戦死

比島マニラ・戦死

仏印東方海面・戦死

ビルマ　メークテーラ・戦死

中華民国光山県老河口方面・戦死

比島バレテ峠・戦死

ビルマ　パラオ・戦死

沖縄本島運玉・戦死

比島バレテ峠・戦死

ルソン島ブラカン・戦死

比島バレテ峠・戦死

ビルマ　カマアン方面・戦死

ビルマ・戦死

ルソン島カシク・戦病死

ミンダナオ島・戦死

満洲牡丹口省海林・戦死

ボルネオ島加奈木病舎・戦病死

南太平洋方面・戦死

北太平洋方面・戦死

ルソン島・戦死

比島ヌエバエシバ州バレテ峠・戦死

ソ連ザジョルナヤ収容所・戦病死

本邦西南方海面・戦死

エトロフ島単冠湾内・戦死

比島方面・戦死

サンフェルナンド沖・戦死

比島ミンダナオ　コタベト・戦死

ルソン島・戦死


